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　岐阜県機械材料研究所は、岐阜県の『モノづくり産業』の技術支援拠点としての役割を果たす

ため、機械加工、金属材料、素材加工、計測・制御などの技術開発に取り組んでいます。このたび、

下記のように研究成果中間報告会を開催し、企業の皆様との意見交換、交流の場を持ちたいと思

います。お忙しいところ恐縮ですが、是非ご参加くださいますようご案内申し上げます。

日　　時　平成21年11月6日（金）　13：30～16：15

会　　場　岐阜県機械材料研究所２Ｆ講堂他　〒501-3265　岐阜県関市小瀬1288

■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■　　プログラム　　■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

　　　◇あいさつ　13:30～13:35

　　　◇口頭発表①　13:35～14:50

　　　　①金属成形金型用機能性表面被覆処理に関する研究

　　　　　①ー１　板材成形用金型への機能性皮膜適用に関する研究 

　　　　　①ー２　金型用潤滑性皮膜の作製に関する研究

　　　　②摩擦撹拌プロセスによる異種材料のスポット接合と鋳鉄の表面改質

　　　　③高速窒化処理による金属表面硬化層の開発

　　　　④マイクロ波高速還元によるCO2排出量低減型重金属回収法に関する研究

　　　　　休　　憩

　　　◇口頭発表②　15:00～16:15

　　　　⑤使い易い刃物の評価システムの開発　～包丁の使い方調査～

　　　　⑥製造工程で使用できる刃先形状測定方法の研究

　　　　⑦精密切削加工の高効率化に関する研究 

　　　　⑧静電リニアモータのユニット化に関する研究

　　　　⑨各種情報を利用した計測技術に関する研究

　　　　問い合せ　岐阜県機械材料研究所　担当：飯田　TEL：0575-22-0147
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新規導入設備のご案内（財団法人ＪＫＡ　競輪補助事業）

　本装置は塩水噴霧、乾燥、湿潤、外気導入を任意の順番・時間（分単位）でサイクルを組み合わ

せ試験し，塗料，金属，鋼材等の腐蝕促進を行う試験機です。J IS H 8502 : 1999、J I S K 

5600-7-9:2000(ｻｲｸﾙD)、JASO M609-91、JASO M610-92、ASTM B117およびJIS Z 2371:2000等の

試験が可能です。

サイクル腐蝕試験機（板橋理化工業株式会社製　BQ-I型）

　本装置は化学分析における前処理等の実験によって排出される、有害ガス等の除去を行うた

めの装置である。装置の腐食等から来る混入物を防ぐために装置全体を塩化ビニル製にしてお

り、安定した実験を行うことが可能である。

ドラフトチャンバー （株式会社島津理化　PSD-150型）

槽内寸法 800×600×500mm

塩水噴霧 RT＋10～50℃

湿潤 ＋50℃ 95％

熱風乾燥 RT＋10℃～80℃

外装および構造体素材 塩化ビニル製

内装素材 耐熱性塩化ビニル製(80℃以上)

使用環境 過塩素酸・ふっ化水素酸が使用可能

装置間口 1500mm


